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自信がなくて、 という かこち 言 をき くので、 そのこと 

を 考えさせられる わけで ある。 自分な りひと なりの 判 

断 を 肯定して そこに 立った とき、 はじめて 判断 は 現実 

の ものと して 存在す る もの だ。 従って、 判断との かか 

わり 合いに 於て 云えば、 たとい ひとの 判断に 従う 場合 

にさえ やはり そ， J に は 従つ てよ いとする だけの 自信が 

求められて いるの だと 思う。 

判断と 自信と は 生き かたのう ちに 一 体の ものと して 

あらわれて 来る の だが、 一 体 私たちの 日常で 自信が あ 

ると いうの は、 どういう こと を さすの だろう か。 
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